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研究成果の概要（和文）：本研究の研究期間内に実施した研究およびその成果は、隋の煬帝の警護に当たったエリート
奴隷軍人に注目した拙稿「隋代の給使について」（掲載誌の情報は省略）、こうした皇帝親衛兵組織の沿革を長いスパ
ンで論じた「北朝後期における皇帝親衛兵の系譜―二十四軍から禁軍へ―」（同上）および「皇帝と奴官―唐代皇帝親
衛兵組織における人的結合の一側面―」（同上）と、そして皇帝親衛兵となった非漢民族に考察を加えた「隋・郁久閭
可婆頭墓誌の訳註と考察」（同上）として発表したところである。

研究成果の概要（英文）：In this study duration,I have published four articles on the military system of 
ancient China.Those articles are as follows:“Regarding the Term‘Gei-shi’in the Sui Period”,“The 
Genealogy of the Imperial Guard in the Latter Period of the Northern Dynasties”,“Emperor and 
Nu-guan：One feature of personal relationships in the Tang Dynasty Imperial Guard”,“Yujiulu Kepotou Sui 
Epitaph:Translation and Notes”.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
（１）西魏・北周・隋・唐の四王朝にわたっ
て軍事力の柱をなしたとされる「府兵制」の
研究は、厖大な研究成果を有しながら、未だ
全体像を示し得ず、袋小路に陥って久しい感
がある。その原因は、利用しうる関連史料が
絶対的に少なかったこと、限られた編纂史料
に十分な史料批判を加えずにその記述を鵜
呑みにしてきたこと、および「府兵制」の生
成・強化やその本質を、当時の国際情勢下で
実際に果たした機能や、他時代・他地域の軍
制との比較といった側面から検討する視座
をほとんど欠いてきたこと、の３点にあると
考えられる。 
 
（２）こうした問題に対して、これまでに申
請者は、後代の編纂史料の限界を克服するも
のとして、同時代に作られた石刻史料に注目
し、西魏・北周・隋代の石刻史料の収集・基
本情報のデータベース化とその一部の詳細
な文献目録作成を実施し、編纂史料に文献学
的立場から徹底的な史料批判を行ない、そも
そも「府兵制」という概念自体が同時代には
存在せず、後世の人士の様々な思惑のもとに
仮想されたものであることを解明し、西魏か
ら唐代にいたるまでモンゴリアを中心に強
盛を誇った突厥に注目し、中国王朝との和戦
両用の国際関係について詳細な検討を加え、
さらに「府兵制」の前身とされる北朝期の二
十四軍制が、北魏以前からの鮮卑北族的伝統
を濃厚に受け継いだ擬制的部落兵制であっ
たことを明らかにしてきた。 
 
（３）また申請者は、そこからさらに一歩進
めて、そもそも「府兵制」が対外戦争や国内
治安維持といった機能にとどまらず、蕃漢を
問わずに国内外の諸々の民族集団を、そのま
ま軍団として吸収・統制しつつ、その活動を
許容し、あるいは利用していくこと、すなわ
ち「羈縻」することを可能にした普遍性を持
った軍事制度であり、この点こそが、いわゆ
る「隋唐世界帝国」の成立・維持・発展に制
度的裏付けを与えるものであったのではな
いかとの見通しを得て、その概要を一部発表
してもいる。 
 
（４）こうした既発表の自己の研究成果を踏
まえ、これを一層発展させていくためには、
北朝隋唐の支配者層と同じく遊牧民族に起
源する契丹（遼）以降の所謂征服王朝の軍制
の実態・特徴を十分に把握した上で、これら
との比較という視点を持ちつつ、未着手の唐
代「府兵制」についての本格的な検討を行っ
ていかなければならない。以上が、本課題の
申請に至った背景と動機である。 
 
 
２．研究の目的 
（１）本研究は、ユーラシア東部で興亡した
諸国家の軍制を相互に比較検討することを

通じて、その中で遊牧民族的特徴を備えた
「遊牧軍制」の系譜が脈々と受け継がれてい
た実態、北朝隋唐期の「府兵制」もこの系譜
の上に位置づけられるという新たな事実、の
２点の解明を目指す。 
 
（２）また、これによって従来の「中国史」
「東アジア史」といった小さな枠組みを超越
したところで、新たな軍制研究、およびそこ
からさらに一歩を進めて、軍事力を背景とし
た「隋唐世界帝国」の統治機構・支配構造を
明らかにすることを目的とする。 
 
 
３．研究の方法 
（１）本研究は、北朝・隋・唐時代の軍事・
外交史を専攻してきた申請者が、個人で遂行
する研究である。時間・費用ともに困難の大
きい現地調査による未公開史料の調査等は
敢えて行わず、その分、先行研究の成果を丹
念に押さえることと、すでに公刊されている
厖大な新出石刻史料を中心とする史料群の
新たな活用とを積極的に進めていく。 
 
（２）平成２４年度には、軍制関係研究論文
の収集と学説整理、および関連する墓誌史料
の解読・分析を集中して行い、そこで得られ
た情報をもとにして、２５年度には、唐代「府
兵制」を「遊牧軍制」として捉え直す論考を
発表し、２６年度には、前２年度の成果を踏
まえて、「府兵制」を中核とする唐の帝国構
造を解明する。 
 
 
４．研究成果 
（１）研究開始初年に当たる平成２４年度に
は、当初の計画に従って、遼（契丹）・金・
元（モンゴル）・清等の所謂征服王朝の軍制
関係研究論文の収集・整理作業に従事して、
その大要の把握に努めるとともに、次項「５．
主な発表論文等」の⑤の論文において、重要
な記述を含む墓誌史料に詳細な訳註を施す
ことで、隋唐帝国形成期における軍事集団の
動向の一端を解明した。 
 
（２）研究開始２年目に当たる平成２５年度
には、当初の計画では、唐代の「府兵制」を
「遊牧軍制」として捉え直す論考を発表する
ことにしていたが、「府兵制」と密接不可分
ないしその中核的な構成要素である皇帝親
衛兵組織について検討することが、当該時期
の軍制を再検討する上で関鍵となることに
思い至ったため、次項「５．主な発表論文等」
の〔雑誌論文〕③④を執筆してこの課題に取
り組むとともに、〔学会発表〕④の国際学会
において、自身の考えを公表した。その一方
で、個別研究を踏まえた全体像の提示も必要
だと考え、〔学会発表〕③の講演を行ったほ
か、〔その他〕①に挙げたとおり、研究成果
をまとめて博士学位請求論文を提出し、審査



を経て博士号を授与された。このように、若
干の軌道修正を加えることによって、想定し
ていた以上の質と量の成果を成果を上げる
ことができた。 
 
（３）研究最終年度に当たる平成２６年度に
は、前２年度の成果を踏まえて、いっそうの
展開をはかるべく、まずは次項「５．主な発
表論文等」〔学会発表〕②の発表を行い、質
疑応答を経て得た新たな知見を盛り込みつ
つ、これを〔雑誌論文〕②にまとめ、「府兵
制」を中核とする唐の帝国構造が、これまで
注目されてきた律令に基づく「南衙」の官制
機構に加えて、皇帝親衛兵の駐屯する「北衙」
を中心とした、皇帝と家臣との人的結合が物
を言う家政的支配空間との、いわば南北の二
元的な構造になっていたことを解明した。さ
らにこれと良く似た構造を持つと考えられ
る遼（契丹）の国制との比較を、〔学会発表〕
①において行ない、今後引き続き行うべき研
究への展望を示しておいたが、以上の如く、
本研究申請時に掲げた目的は、研究期間内に
完遂することができた。 
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